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－ 平成２２年度運営方針 －
 
１ 運営方針 
  北条地区内には数々の歴史・文化・史跡・名所等が点在しており、中には観光価値のあるものがたくさ

んあります。それらが有効活用されてないことが課題となっておりましたが、昨年のＮＨＫ大河ドラマ「天
地人」の放映に合わせ、２年前から「北条毛利いにしえロード」を創出、看板・マップの整備とガイド人
の育成に努めてまいりました。その成果は大きく、ＪＲの「駅からハイキング」では関東圏から訪れた大
勢の団体客に北条を広くアピールすることができました。今年度はその第２弾として、「長鳥いにしえロ
ード」を創出し、看板及びマップの整備、ガイド人の育成等を関係町内会と連携しながら取り組んでまい
ります（財源は市の活動推進事業を充当）。 
また、今年の大河ドラマ「龍馬伝」も好調のようですが、最後の幕臣勝海舟も登場しました。この勝海

舟の曽祖父が北条長鳥村出身、盲目の鍼灸師米山検校（けんぎょう）であることを訪れる人たちに知って
いただきたいと思います。この事業の完成を１０月中旬とし、１０月末には「駅からハイキング・長鳥版」
をＪＲと協同で開催する計画です。 

歴史を大切にする地域は歴史そのものが観光資源になります。「歴史と文化の香るまち北条」  の名
に恥じぬよう努力してまいります。 

  次に、平成２１年度に引き続き、今年度もつくばの防災科学技術研究所と共催で地域の防災力向上に努
めます。このため、地域の防災力向上事業、地域プロデュース事業の課題を整理しながら諸事業を積極的
に推進してまいります。近年二度にわたり大きな震災被害を受けた当地区は、災害に負けない強いふるさ
とづくりへの道を一歩ずつ前進していることと確信しております。特別事業部の「暖暖」、「つららなすの
会」は地域の底力としての役割も担っているのではないでしょうか。 

  すべてのコミュニティ事業はふるさと愛、助け合い、信頼、絆が結び合っています。これらを日常の中
で醸成してくれるのが「ふれあい推進室」の各行事です。地区民総参加によるふるさと北条づくり。今年
度も皆さんの積極的な参加を期待しております。 

 
２ 活動計画  
（１）特別事業部 

① 「つららなすの会」 
  つららなすによる地域の活性化をさらに推進していくために大切なことは、つららなすのブランドをいかに高

めていくかになります。そのためには、つららなすのより高品質な生産技術の取得や生産過程に起こる病害虫
への対策をしっかりと行うこと。販路先の確保と事業を継続していくこと。組織体制を確立が必要となります。

  組織については、前年度の反省を踏まえて、つららなすの会とコミュニティとの役割分担の明確化とつららな
すの会を中心とした体制づくり。生産従事者の人材育成と管理体制の推進を図ってまいります。 

② 「暖暖」 
  現在、暖暖で一番不足しているのは人材と経営戦略です。リニューアル時に思い描いた姿に到達するにはまだ

まだ時間が必要ですが、この地域しかない資源を活かし、この地域に合った地域経営を行うことにより、この
土地に魅力を感じて何度も訪れてくださる外からの住民も捉えられるよう努力してまいります。 

（２）一般事業推進室 
① ふれあい推進室 

ア 地区民親睦体育祭の開催 ６月１３日（日） 
イ ぎおん柏崎祭り民謡流しへの参加 ７月２４日（土） 
ウ 民謡流し踊り講習会の開催２回 7 月１２日（月）・７月１９日（月）予定 
エ 地区民親睦バス旅行 
オ 第３１回コミュニティ祭り １０月１７日（日）… 地区民防災訓練予定日 
カ スノーフェスタ in 北条 ２月６日（日） 
キ センター一斉清掃２回 ８月７日（土）・１２月１８日（土） 

② 教育振興室 
ア 「長鳥いにしえロード」創出事業 ５月～１０月（生涯学習事業） 
・散策コースの設定 
・順路と説明案内看板の原案作成 → 発注・設置 
・マップ（リーフレット）原案作成 → 発注 
・ガイドマニュアル作成 

  イ 「駅からハイキング」（ＪＲと共催） １０月３０日（土）または３１日（日） 
・ボランティアガイド 
・杉平「長鳥工房」で昼食・休憩・北条物産販売 

③ 山なみ編集室 
ア コミュニティ広報「山なみ」毎月発行(編集・打ち込み・印刷・配布) 
イ 市民レポーター編集会議との連携 

④ 安全対策室 … 独立行政法人防災科学研究所と共催 
ア 地域の防災力向上事業 
・２１町内会のマップづくり 
・地域外からの支援を受けるための支援体制づくり 
・受援の検証訓練 

イ 地域プロデュース事業 
・地域間交流（防災グリーンツーリズム） 
・６月：藤沢市六会で開催される地域自治についてのシンポジュウムに参加し、コミュニティ自治の仕組みを学

びます。 
・夏と秋（もしくは冬）：地域間交流…夏休みに相互訪問（２泊３日のホームスティ） 
・秋：北条米の収穫に合わせて藤沢市と交流 

ウ 市民レポーター編集会議の設立と「山なみ」ウェブ版の発行 
  エ 防災ラジオドラマづくり   

オ 北条地区防災訓練（学校と地区が連携した防災訓練） 


